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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔料、充填剤、つや消し剤、安定化剤、難燃剤および発泡剤からなる群より選択される
粉末および／または繊維形状の１種以上の固体を、以下の成分（Ａ）および（Ｂ）を含ん
でなる分散媒に分散することにより得られるミルベースの使用であって、該分散媒が、
　成分（Ａ）として：一般式：Ｒ1－ＣＯ－ＯＲ2〔式中、Ｒ1は、１１～２３個の炭素原
子を有する飽和もしくは不飽和の分枝もしくは直鎖脂肪族基であり；またＲ2は、１～１
３個の炭素原子を有する分枝もしくは直鎖脂肪族基、環状脂肪族基または芳香族基であり
；Ｒ1およびＲ2の炭素原子数の合計は３０個以下〕で示される１種以上のモノカルボン酸
エステル１０～９７重量％（分散媒総重量に基づく）〔該モノカルボン酸エステルもしく
はエステル類は、１０１．３ｋＰａの標準圧下に２５０℃を超える沸点を有する〕；およ
び
　成分（Ｂ）として：（ａ）アミノ含有オリゴマーまたはポリマーのリンエステル塩；（
ｂ）リン酸のモノエステルまたはジエステル；（ｃ）酸性ジカルボン酸モノエステル；（
ｄ）ポリウレタン－ポリアミン付加物；（ｅ）ポリアルコキシル化モノアミンまたはジア
ミン；および（ｆ）不飽和脂肪酸と、モノアミン、ジアミンおよびポリアミンとの反応生
成物、アミノアルコール、および不飽和１，２－ジカルボン酸およびそれらの無水物およ
びその塩およびアルコールおよび／またはアミンとの置換生成物；からなる群より選択さ
れる１種以上の分散剤３～９０重量％（分散媒総重量に基づく）；
を含んでなり、２５℃で５０００ｍＰａｓ未満の粘度を有する分散媒である、ペイントお
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よび熱可塑性樹脂または熱硬化性樹脂を製造するためのミルベースの使用。
【請求項２】
　該熱可塑性樹脂が、ポリオレフィン、アクリル樹脂、スチレンポリマー、ポリカルボン
酸エステル、ポリアミド、ポリエステル、熱可塑性ポリウレタン、ポリエーテルスルホン
、ポリスルホン、ビニルポリマー、および上記の熱可塑性樹脂の混合物からなる群より選
択され、また該熱硬化性樹脂が、不飽和ポリエステル、エポキシ樹脂およびポリウレタン
およびその混合物からなる群より選択されることを特徴とする請求項１記載の使用。
【請求項３】
　該ビニルポリマーがＰＶＣプラスチゾルである請求項２記載の使用。
【請求項４】
　成分（Ａ）として：一般式：Ｒ1－ＣＯ－ＯＲ2〔式中、Ｒ1は、１１～２３個の炭素原
子を有する飽和もしくは不飽和の分枝もしくは直鎖脂肪族基であり；またＲ2は、１～１
３個の炭素原子を有する分枝もしくは直鎖脂肪族基、環状脂肪族基または芳香族基であり
；Ｒ1およびＲ2の炭素原子数の合計は３０個以下〕で示される１種以上のモノカルボン酸
エステル１０～９７重量％（組成物総重量に基づく）〔該モノカルボン酸エステルもしく
はエステル類は、１０１．３ｋＰａの標準圧下に２５０℃を超える沸点を有する〕；およ
び
　成分（Ｂ）として：（ａ）アミノ含有オリゴマーまたはポリマーのリンエステル塩；（
ｂ）リン酸のモノエステルまたはジエステル；（ｃ）酸性ジカルボン酸モノエステル；（
ｄ）ポリウレタン－ポリアミン付加物；（ｅ）ポリアルコキシル化モノアミンまたはジア
ミン；および（ｆ）不飽和脂肪酸と、モノアミン、ジアミンおよびポリアミンとの反応生
成物、アミノアルコール、および不飽和１，２－ジカルボン酸およびそれらの無水物およ
びその塩およびアルコールおよび／またはアミンとの置換生成物；からなる群より選択さ
れる１種以上の分散剤３～９０重量％（組成物総重量に基づく）；
を含有してなり、２５℃で５０００ｍＰａｓ未満の粘度を有する組成物。
【請求項５】
　成分（Ａ）および成分（Ｂ）の重量の割合の合計が、組成物総重量に基づき、少なくと
も９０重量％であることを特徴とする請求項４記載の組成物。
【請求項６】
　少なくとも７５重量％の成分（Ａ）および２５重量％以下の成分（Ｂ）を含有すること
を特徴とする請求項４および５のいずれかに記載の組成物。
【請求項７】
　該組成物が２５℃で５００ｍＰａｓ未満の粘度を有することを特徴とする請求項４～６
のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項８】
　該モノカルボン酸エステルが２８０℃を超える沸点を有することを特徴とする請求項４
～７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　Ｒ1－ＣＯ－Ｏが１４～１８個の炭素原子を含む直鎖脂肪族モノカルボン酸Ｒ1－ＣＯＯ
Ｈに相当し、および／またはＲ2が８個以下の炭素原子、好ましくは１個の炭素原子を含
むアルコール性エステル化成分Ｒ2－ＯＨに相当することを特徴とする請求項４～８のい
ずれか１項に記載の組成物。
【請求項１０】
　さらなる成分（Ｃ）を含有してなり、成分（Ｃ）が、流動制御剤、薄膜形成添加物、レ
オロジー添加物、消泡剤、接着促進剤、光安定剤、殺生剤、液状もしくは可溶性安定剤お
よび触媒からなる群より選択される１種以上の添加物から構成されることを特徴とする請
求項４～９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１１】
　該組成物が、分散媒であることを特徴とする請求項４～１０のいずれか１項に記載の組
成物。
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【請求項１２】
　請求項４～１１のいずれか１種以上の組成物の分散媒としての使用。
【請求項１３】
　顔料、充填剤、つや消し剤、安定化剤、難燃剤および発泡剤からなる群より選択される
粉末および／または繊維形状の１種以上の固体を分散するための、請求項１２記載の使用
。
【請求項１４】
　顔料、充填剤、つや消し剤、安定化剤、難燃剤および発泡剤からなる群より選択される
粉末および／または繊維形状の１種以上の固体を、請求項１１記載の分散媒に分散するこ
とにより得られるミルベース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固体調製品用分散媒として有用な組成物、該分散媒を含有してなるミルベー
ス、および該ミルベースのさらなる使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　分散媒は、流体および取り扱い容易な粒状の固体調製品を製造するために使用される。
【０００３】
　固体を液状媒体に取り込ませるためには、高度の機械的力が必要である。分散力を低下
させるために、また粒状固体の凝集をほぐすために必要なエネルギー系への総入力量を最
少化するために、分散剤を使用することが通常であり、またそれ故、分散時間を最短化す
ることが通常である。この種類の分散剤は、アニオン性、カチオン性または中性構造の界
面活性物質である。これらの物質は、少量を固体に直接塗布するか、または分散媒に加え
る。集塊した固体を一次粒子に完全にほぐして、分散操作を終えた後にも、再集塊する例
があり、その場合には、分散の努力が完全に、または部分的に無効になってしまう。不適
切な分散の結果として、および／または再集塊の結果として、望ましくない影響、例えば
、液状系の粘度の増大、ペイントとコーティングにおける遮光ドリフトおよび光沢喪失、
およびプラスチックにおける機械強度の低下が生じる。
【０００４】
　無溶媒媒体に使用する固体調製品（濃縮物）、例えば、熱可塑性樹脂は、一般に、可塑
剤または媒質としての低分子量ポリマーの先行技術にしたがって、製造される。使用され
る可塑剤は、通常、フタル酸エステル、例えば、フタル酸ジブチル、フタル酸ジオクチル
、フタル酸ジイソデシル、またはアジピン酸エステル、例えば、アジピン酸ジオクチル、
アジピン酸ジイソノニルもしくはアジピン酸ジイソデシルである。
【０００５】
　今日まで知られている分散媒は、これらの問題を、一部解決したに過ぎない。最近使用
されている多様な有機および無機の顔料および充填材料に鑑みて、分散すべき粒状固体の
十分な安定化は、表面の脱着安定なコーティングにより、十分には保証されていない。そ
の結果、必要とする有効な立体的遮蔽が無いために、集塊する例がある。さらに、この方
法で製造し得る固体調製品の粘度が非常に高く、このことは低固形分のみで可能であるこ
と、また取り扱いが難しいことを意味している。
【発明の概要】
【０００６】
　したがって、本発明の目的は、既知分散媒の上記の欠点を除去すること、換言すると、
顔料または充填剤を有効に安定化させる一方で、処理過程で高度の充填を可能とする程度
まで固体調製品のミルベース粘度を低下させる分散媒を開発することである。同時に、と
りわけ、顔料ペーストおよび充填剤ペーストの場合に、多くの異なる結合剤とコーティン
グ材料にてこれらのペーストを使用し得るためには、広い相溶性を確実にすることが必要
である。さらに、本発明の分散性添加剤は、ペーストを、またはこれらのペーストで製造
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される結合剤もしくは可塑性化合物を、集塊を生じさせずに互いに混和し得るように使用
することが必要である。それによって製造される固体調製品は、できる限り、揮発性の有
機化合物（ＶＯＣ）を含有すべきでなく、また環境上嫌われる可塑剤、とりわけ、フタル
酸エステルを含むべきではない；代わりに、できるだけ、再生可能な原材料に基づいて生
産し得るようにすべきである。
　ここでＶＯＣとは、１０１．３ｋＰａの標準圧下で２５０℃以下の初留点を有する有機
化合物を意味する。分散媒は取り扱い易い性質を有するべきである；すなわち、液状であ
り、低粘度のものであるべきであり、多くの不都合な計測ステップをできるだけ少なくす
ることにより、使用者が処理加工し易いようにすべきである。
【０００７】
　驚くべきことに、以下に記載する本発明の組成物を使用するならば、結合剤、顔料ペー
ストもしくは可塑性樹脂の調製品中の顔料もしくは充填剤粒子の分散と安定化に、重要な
改善のなされ得ることが見出された。
【０００８】
　さらに、これら分散媒の相溶性が驚くほど広く、またそれらは多くの無溶媒系で使用す
ることができる。それらは分散過程でミルベース粘度が低いという特徴があり、したがっ
て、高固形分の調製品の製造を可能とする。さらに、より微細な分散手法の結果として、
本発明にしたがって製造される顔料濃縮物の色の濃さは、一般に、先行技術にしたがって
製造されたものよりも有意に高く、またそれ故に、同一量の着色顔料でより深い着色を達
成することが可能であるか、または原料およびしたがって費用の節減を達成しながら、着
色を維持することが可能である。
【０００９】
　驚くべきことに、上記の目的は、以下の成分（Ａ）および（Ｂ）を含有してなる組成物
を提供することにより達成されることが見出された：成分（Ａ）として：一般式：Ｒ1－
ＣＯ－ＯＲ2〔式中、Ｒ1は、１１～２３個の炭素原子を有する飽和もしくは不飽和の分枝
もしくは直鎖脂肪族基であり；またＲ2は、１～１３個の炭素原子を有する分枝もしくは
直鎖脂肪族基、環状脂肪族基または芳香族基であり；Ｒ1およびＲ2の炭素原子数の合計は
３０個以下〕で示される１種以上のモノカルボン酸エステル１０～９７重量％（組成物総
重量に基づく）（該モノカルボン酸エステルもしくはエステル類は、１０１．３ｋＰａの
標準圧下に２５０℃を超える沸点を有する）；および成分（Ｂ）として：１種以上の分散
剤３～９０重量％（組成物総重量に基づく）；当該組成物は、２５℃で５０００ｍＰａｓ
未満の粘度を有する。粘度は、２０ｒｐｍでブルックフィールド回転式粘度計（ＲＶＴ回
転式粘度計）を用いて測定した。回転軸は、読み取るべき値が測定目盛りの１０～９０％
の範囲に位置するように、また可能な限り、測定目盛りの５０％の値に接近する粘度に合
わせて選択する。
【００１０】
　好適な一実施態様において、成分（Ａ）の重量パーセントで表わされる割合は、組成物
総重量に基づいて、少なくとも１５重量％、好ましくは少なくとも２５重量％、より好ま
しくは少なくとも５０重量％、さらに好ましくは少なくとも７５重量％である。最大の割
合は、組成物総重量に基づいて、好ましくは９６重量％である。
【００１１】
　成分（Ｂ）の重量パーセントで表わされる割合は、好適な一実施態様において、組成物
総重量に基づき、少なくとも４重量％、より好ましくは、少なくとも６重量％である。最
大の割合は、組成物総重量に基づいて、好ましくは７５重量％、より好ましくは５０重量
％、さらに好ましくは２５重量％である。
【００１２】
　該組成物の総重量に対する割合として、成分（Ａ）および（Ｂ）の割合の重量パーセン
トの合計は、好ましくは、少なくとも５０重量％、より好ましくは、少なくとも７０重量
％、さらに好ましくは、少なくとも９０重量％であり、理想的には、少なくとも９５重量
％である。



(5) JP 5199472 B2 2013.5.15

10

20

30

40

50

【００１３】
　本発明の組成物が成分（Ａ）および（Ｂ）のみで構成されていない場合、組成物はコー
ティング材料またはプラスチックを代表とする１種以上の添加物（Ｃ）をさらに含有して
いてもよく、それらは（Ａ）および（Ｂ）とは異なるものであり、好ましくは、流動制御
剤および薄膜形成添加物、レオロジー添加物、消泡剤、接着促進剤、光安定剤、殺生剤、
液状もしくは可溶性安定剤および触媒からなる群より選択される。コーティング材料およ
び／またはプラスチックを代表とする添加物が存在する場合、本発明組成物は、組成物（
Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）から構成される。本発明の組成物は一般に、また好ましくは、
結合剤およびＶＯＣを含まない。揮発性有機化合物を含まないということは、本明細書に
おいて、該組成物が揮発性有機化合物を１重量％未満、好ましくは０．１重量％未満、さ
らに好ましくは０．０１重量％未満しか含まないことを意味する。
【００１４】
　好適な一実施態様において、該組成物は、もっぱら組成物（Ａ）および組成物（Ｂ）の
みから構成される。
【００１５】
　該組成物は、２５℃での粘度を上記に特定したように測定して、５０００ｍＰａｓ未満
、好ましくは２０００ｍＰａｓ未満、より好ましくは１０００ｍＰａｓ未満、さらに好ま
しくは５００ｍＰａｓ未満の粘度を有する。粘度が５０００ｍＰａｓ以上となった場合、
適切な流動性とポンプ送液性が、特に比較的低い温度で最早確保されず、また取り込まれ
得る固体は少量のみである。
【００１６】
　本発明の組成物は、分散媒として非常に適している。本明細書にて使用する場合、「分
散媒」という用語は、ミルベースの連続する相、すなわち、液状の相を意味し、溶媒〔こ
こでは成分（Ａ）に相当する〕および分散剤〔ここでは成分（Ｂ）に相当する〕、および
所望により、ミルベースを代表するさらなる添加物〔ここでは成分（Ｃ）に相当する〕を
含有してなる。該分散媒においては、例えば、本明細書にて分散媒に属すると考えられる
ような成分を用いずに、結合剤などのミルベース成分をさらに分散または溶解することが
可能である。本発明の組成物は、そのままで、肉眼では連続した均一の液体であるように
見える好適に透明な、均一の溶液を構成する。
【００１７】
　成分（Ａ）、（Ｂ）および所望による（Ｃ）から構成される本発明の組成物は、それ自
体で分散剤として既に顕著に適しているため、原理的にはフタル酸エステルに対して相溶
性を有しているにも拘わらず、それらは好ましくは、いずれのフタル酸エステルをも包含
しない。
【００１８】
成分（Ａ）
　成分（Ａ）として使用されるモノカルボン酸エステルは、天然資源由来のものでもよい
し、または好ましくは、高温と高圧で脂肪酸をエステル化することにより、もしくは例え
ば、トリグリセリドなどのグリセリドを化学的もしくは酵素的にエステル交換反応するこ
とにより、合成的に入手してもよい。
【００１９】
　相当するモノカルボン酸Ｒ1－ＣＯＯＨは、飽和もしくは不飽和の、分枝もしくは直鎖
の、炭素原子１２～２４個、好ましくは１２～１８個、より好ましくは１４～１８個、さ
らに好ましくは１６～１８個を有する脂肪族モノカルボン酸である。直鎖のモノカルボン
酸が好適である。
【００２０】
　適切な脂肪酸は、例えば、ヒマワリ油、ダイズ油、ナタネ油、菜種油、アマニ油、トー
ル油、ラッカセイ油、ケシ油、サフラワー油、アーモンド油、ヒマシ油、ヤシ油、綿実油
、魚油、果実油、ぶどう種油、ヘーゼルナッツ油、獣脂、麻実油、コーン油、ミンク油、
カラシ油、牛脚油、オリーブ油、パーム油およびパーム核油などの加水分解に由来するも
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のである。
【００２１】
　適切なアルコール性エステル化成分（Ｒ2－ＯＨ）は、直鎖もしくは分枝の脂肪族、環
状脂肪族および／または芳香族モノアルコールであり、炭素原子１～１３個、好ましくは
８個以下、より好ましくは４個以下である。適切なモノアルコールの例は、メタノール、
エタノール、プロパノール、ブタノール、エチルヘキサノール、デカノール、ラウリルア
ルコール、イソトリデシルアルコール、モノフェニルグリコールおよびベンジルアルコー
ルである。好ましくは、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノールおよび２－
エチルヘキサノールであり、メタノールが特に好適である。
【００２２】
　とりわけ、好適なものは、例えば、ダイズ油メチルエステル、ナタネ油メチルエステル
、獣脂酸メチル、オレイン酸メチル、ステアリン酸ブチル、オレイン酸ブチル、オレイン
酸２－エチルヘキシル、パルミチン酸エチルヘキシル、ステアリン酸エチルヘキシル、カ
カオ酸エチルヘキシル、ステアリン酸イソトリデシルであり、これらの中で、とりわけ、
好適なものは、ダイズ油メチルエステル、ナタネ油メチルエステルおよび獣脂酸メチル、
カカオ酸エチルヘキシルである。
【００２３】
　一般式Ｒ1－ＣＯ－Ｏ－Ｒ2〔遊離基Ｒ1およびＲ2は上記定義のとおりである〕の範疇の
モノカルボン酸エステルの内、本発明組成物において成分（Ａ）として使用し得る化合物
は、１０１．３ｋＰａの標準圧のもとで、２５０℃を超える沸点、好ましくは、２８０℃
を超える沸点、より好ましくは３００℃を超える沸点を有する化合物のみである。沸点が
２５０℃以下である場合、これらの物質はＶＯＣと見做される。
【００２４】
　この種の化合物は、通常、市販の製品であるが、しばしば純品の形態ではなく、類似の
構造の化合物の混合物から構成されている。
【００２５】
成分（Ｂ）
　成分（Ｂ）は、１種以上の分散剤、換言すると、粉末もしくは繊維形状の物質、例えば
、顔料もしくは充填剤などを、粉末もしくは繊維状物質とその周囲の媒体との間の界面の
張力を低下させることにより、分散し易くする界面活性物質を含んでなる。分散剤は、集
塊の形状で存在する粉末物質の二次粒子の一次粒子への分裂を容易にし、再凝集を阻害す
る。分散剤が粒子の湿潤をも容易にする場合、それらは湿潤剤および分散剤という。した
がって、これらも同様に分散剤の概念に包含される。
【００２６】
　分散剤は、顔料および／または充填剤親和性をもつ１個以上の基Ｘを含み、したがって
、共有結合的に、イオン的に、および／または物理的吸着により、顔料または充填剤の表
面に結合するものである。さらに、それらは一次顔料および充填剤粒子の安定化に影響し
、したがって、集塊形成を防止するが、これがなければ、固体の沈降、およびさらにミル
ベース系の分離または色度濃縮が起こる。一般に、分散剤中の１個以上の基Ｙが、この安
定化、周囲の媒体との相溶性を確実なものとする作用がある。
【００２７】
　例えば、レシチン、脂肪酸とその塩、およびアルキルフェノールエトキシラートなど、
低分子量の単純な化合物に加えて、複雑な構造の化合物もまた、使用される分散剤に含ま
れる。
【００２８】
　使用される分散剤は、好ましくは、比較的分子量の高い分散剤、より詳しくは機能的ポ
リマーに基づくポリマー性分散剤、好ましくは数平均分子量（Ｍn）が少なくとも４００
ｇ／ｍｏｌ、好ましく、は少なくとも８００ｇ／ｍｏｌ、より好ましくは、少なくとも２
０００ｇ／ｍｏｌを有するポリマーである。最大分子量Ｍnは、有効には１００，０００
ｇ／ｍｏｌ、好ましくは５０，０００ｇ／ｍｏｌ、より好ましくは２５，０００ｇ／ｍｏ
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ｌである。数平均分子量は、ポリスチレン標準に対するゲルパーミエーションクロマトグ
ラフィーにより決定することができる。
【００２９】
　より詳しくは、本発明において用いられる分散剤は、官能基および／または顔料親和性
基をもつポリマーとコポリマー、ポリマーとコポリマーのアルキルアンモニウム塩、酸性
基をもつポリマーとコポリマー、櫛形およびブロックコポリマー（とりわけ、顔料親和性
をもつ塩基性基を含むブロックコポリマーなど）、未変性もしくは変性アクリル酸ブロッ
クコポリマー、未変性もしくは変性ポリウレタン、未変性もしくは変性および／またはポ
リアミンもしくはポリアミン塩、エポキシド－アミン付加物、リン酸エステル（とりわけ
、ポリエーテル、ポリエステルおよびポリエーテル－エステルのエステル）、塩基性もし
くは酸性エトキシラート（アルコキシル化モノアミンもしくはポリアミン）、またはアル
コキシル化モノアルコールの無水１，２－ジカルボン酸モノエステル、不飽和脂肪酸とモ
ノアミン、ジアミンおよびポリアミンとの反応生成物、アミノアルコール、および不飽和
１，２－ジカルボン酸およびそれらの無水物とその塩およびアルコールおよび／またはア
ミンとの置換生成物；脂肪酸遊離基をもつポリマーとコポリマー；未変性もしくは変性ポ
リアクリル酸エステル（エステル転移ポリアクリル酸エステルなど）、未変性もしくは変
性ポリエステル（酸官能性および／またはアミノ官能性ポリエステルなど）、ポリリン酸
エステルおよびその混合物の群から選択し得る。
【００３０】
　分散剤としては、より具体的には以下の公開特許に記載されている化合物を選択するの
が好ましい：ＥＰ　０　１５４　６７８　Ｂ１；ＥＰ　０　２７０　１２６　Ｂ１；ＥＰ
　０　３１８　９９９　Ｂ１；ＥＰ　０　４１７　４９０　Ｂ１；ＥＰ　０　８７９　８
６０　Ｂ１；ＥＰ　０　８９３　１５５　Ｂ１；ＥＰ　１０８１　１６９　Ｂ１；ＥＰ　
１４１６　０１９　Ａ１；ＥＰ　１４８６　５２４　Ａ１；ＥＰ　１５９３　７００　Ｂ
１；ＥＰ　１６４０　３８９　Ａ１；ＥＰ　１６５０　２４６　Ａ１；ＥＰ　１７４２　
９９０；ＥＰ　１８０３　７５３；ＥＰ　１８３７　３５５；ＤＥ　１０２００６０４８
１４４；ＤＥ　１０２００６０６２４３９；ＤＥ　１０２００６０６２４４０；ＤＥ　１
０２００６０６２４４１；およびＤＥ　１０２００７００５７２０；より好ましくは、Ｅ
Ｐ　０　８９３　１５５　Ｂ１に特許請求されている分散剤。
【００３１】
　ポリイソシアネートに基づくポリマー分散剤は、例えば、ＥＰ　０　１５４　６７８；
ＥＰ　３１８　９９９；およびＥＰ　０　４３８　８３６に記載されている。これらの生
成物は、モノヒドロキシ化合物、ジイソシアネート官能性化合物および三級アミノ基をも
つ化合物と、イソシアヌレート、ビューレット、ウレタンおよび／またはアロファン酸エ
ステル基を含むポリイソシアヌレートの存在するＮＣＯ基との付加反応により調製する。
【００３２】
　好適な一実施態様において、成分（Ｂ）として使用される分散剤は、アミン官能性化合
物の酸による塩形成により入手し得る；該アミン官能性化合物は少なくとも３個のアミノ
基を有するポリアミンであり、以下の群からの“未変性の脂肪族直鎖もしくは分枝ポリア
ミンからなる群よりのポリアミンである：“ジエチレントリアミン、トリエチレンテトラ
ミン、テトラエチレンペンタミン、ペンタエチレンヘキサミン、ヘキサメチレンヘプタミ
ン；一般式ＮＨ2－（Ｃ2Ｈ4ＮＨ）n－Ｃ2Ｈ4－ＮＨ2〔ｎ＞５〕で示される高級直鎖ポリ
マー；これらの化合物において、窒素上のプロトンは、アルキル、アリールおよび／また
はアラルキル基と置き換わってもよく、および／または窒素が四級化形態であってもよい
；分枝（Ｃ2－Ｃ4）－アルキレンアミンおよび三級アミノ基を有し、数平均分子量が１，
０００，０００ｇ／ｍｏｌまでのポリ（Ｃ2－Ｃ4）－アルキレンイミン、またはかかるア
ミン類の混合物”；上記未変性ポリアミンに基づく変性ポリアミン〈これらはｖ個のＮＣ
Ｏ基を有するモノイソシアネートまたはポリイソシアネートと反応させたポリアミン〔（
ｖ－１）のＮＣＯ基は予め他の反応剤と反応させてある〕、エポキシ官能性物質と反応さ
せたポリアミン、環状炭酸エステルと反応させたポリアミン、マイケル反応によりα，β
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－不飽和化合物と反応させたポリアミン、アルキル化および／または四級化ポリアミン、
および／またはカルボン酸でアミド化したポリアミン〉；ただし、変性後には、１分子当
たりなお３個の塩形成性アミノ基が存在するか、またはかかるポリアミンの混合物および
／または下記群のポリアミンの混合物が存在する：“アミン－官能性（メタ）アクリル酸
エステルもしくはビニル化合物のホモポリマーまたはコポリマー、およびアミン－官能性
ホモポリマーまたはコポリマーであって、そのアミノ基がポリマー類似反応により、予め
作製したポリマーに挿入してあるか、または当該ポリマー上に生成させたポリアミン、ま
たはかかるポリアミンの混合物”；該ホモポリマーまたはコポリマーは、数平均分子量が
１，０００，０００ｇ／ｍｏｌまでである”、また使用する酸が、一般式：“（ＯＨ）3-

nＰＯ（ＯＲa）n〔ｎ＝１または２〕で示されるリン酸エステル、一般式：ＨＯＳＯ2Ｒ
b

で示されるスルホン酸、一般式：ＨＯＳＯ3Ｒ
bで示される酸性硫酸エステル”〔式中、Ｒ

aおよびＲbは、少なくとも５個のＣ原子を有するアルキル、アリールもしくはアラルキル
の遊離基、および／または１００～５０００ｇ／ｍｏｌの数平均分子量を有するオキサリ
ル化アルコールの遊離基、および／または１００～５０００ｇ／ｍｏｌの数平均分子量を
有する少なくとも１個のカルボン酸エステル基および／またはウレタン基をもつ遊離基〕
、またはかかる物質の混合物〔式中、ＲaおよびＲbは、同一であるか、または異なり、所
望により、遊離基ＲaおよびＲbの脂肪族基中の水素原子の一部は、ハロゲン原子と置換わ
っており、また該酸は、適切な場合、塩形成上の挙動が不活性である官能基をさらに担持
する；また１分子当たり少なくとも１個のアミノ基が塩形成形態である〕。
【００３３】
　以下の群の分散剤は、本発明の分散系において、特に良好な作用を示す：（ａ）アミノ
含有オリゴマーまたはポリマーのリンエステル塩、例えば、任意に脂肪酸－変性もしくは
アルコキシル化した（より具体的にはエトキシル化した）ポリアミンのリンエステル塩、
エポキシド－ポリアミン付加物のリンエステル塩、アミノ含有アクリル酸エステルもしく
はメタアクリル酸エステルコポリマーのリンエステル塩、およびアクリル酸エステル－ポ
リアミン付加物のリンエステル塩；（ｂ）リン酸のモノエステルまたはジエステル、例え
ば、リン酸とアルキル、アリール、アラルキルもしくはアルキルアリールアルコキシラー
トとのモノエステルまたはジエステル（例、ノニルフェノールエトキシラート、イソトリ
デシルアルコールエトキシラート、ブタノールから出発して調製されるアルキレンオキシ
ドポリエーテルのリン酸モノエステルまたはジエステル）；リン酸とポリエステルとのモ
ノエステルまたはジエステル（例、カプロラクトンポリエーテルまたは混合カプロラクト
ン／バレロラクトンポリエステルなどのラクトンポリエステル）；（ｃ）酸性ジカルボン
酸モノエステル、例えば、アルキル、アリール、アラルキルもしくはアルキルアリールア
ルコキシラート（例、ノニルフェノールエトキシラート、イソトリデシルアルコールエト
キシラート、ブタノールから出発して調製されるアルキレンオキシドポリエーテル）との
酸性ジカルボン酸モノエステル（より具体的には、コハク酸、マレイン酸またはフタル酸
のモノエステル）；（ｄ）ポリウレタン－ポリアミン付加物；（ｅ）ポリアルコキシル化
モノアミンまたはジアミン（例、エトキシル化オレイルアミンまたはアルコキシル化エチ
レンジアミン；および（ｆ）不飽和脂肪酸と、モノアミン、ジアミンおよびポリアミンと
の反応生成物、アミノアルコール、および不飽和１，２－ジカルボン酸およびそれらの無
水物およびその塩およびアルコールおよび／またはアミンとの置換生成物。
【００３４】
　この種類の分散剤は、例えば、市販製品として、ウェッセルの会社、ＢＹＫ－ヘミーか
ら、以下の市販名称にて入手可能である：ＢＹＫ－２２０Ｓ、ＢＹＫ－９０７６、ＢＹＫ
－９０７７、ＢＹＫ－Ｐ１０４、ＢＹＫ－Ｐ１０４Ｓ、ＢＹＫ－Ｐ１０５、ＢＹＫ－Ｗ９
０１０、ＢＹＫ－Ｗ９２０、ＢＹＫ－Ｗ９３５、ＢＹＫ－Ｗ９４０、ＢＹＫ－Ｗ９６０、
ＢＹＫ－Ｗ９６５、ＢＹＫ－Ｗ９６６、ＢＹＫ－Ｗ９７５、ＢＹＫ－Ｗ９８０、ＢＹＫ－
Ｗ９９０、ＢＹＫ－Ｗ９９５、ＢＹＫ－Ｗ９９６、ＢＹＫＵＭＥＮ、ＬＡＣＴＩＭＯＮ、
ＡＮＴＩ－ＴＥＲＲＡ－２０２、ＡＮＴＩ－ＴＥＲＲＡ－２０３、ＡＮＴＩ－ＴＥＲＲＡ
－２０４、ＡＮＴＩ－ＴＥＲＲＡ－２０５、ＡＮＴＩ－ＴＥＲＲＡ－２０６、ＡＮＴＩ－
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ＴＥＲＲＡ－２０７、ＡＮＴＩ－ＴＥＲＲＡ－Ｕ１００、ＡＮＴＩ－ＴＥＲＲＡ－Ｕ８０
、ＡＮＴＩ－ＴＥＲＲＡ－Ｕ、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１０１、ＤＩ
ＳＰＥＲＢＹＫ－１０２、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１０３、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１０６、
ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１０７、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１０８、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１０
９、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１１０、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１１１、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－
１１２、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１１５、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１１６、ＤＩＳＰＥＲＢＹ
Ｋ－１３０、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１４０、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１４２、ＤＩＳＰＥＲ
ＢＹＫ－１４５、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１６０、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１６１、ＤＩＳＰ
ＥＲＢＹＫ－１６２、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１６３、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１６４、ＤＩ
ＳＰＥＲＢＹＫ－１６５、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１６６、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１６７、
ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１６８、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１６９、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１７
０、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１７１、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１７１、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－
１７４、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１７６、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１８０、ＤＩＳＰＥＲＢＹ
Ｋ－１８１、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１８２、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１８３、ＤＩＳＰＥＲ
ＢＹＫ－１８４、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１８５、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１８７、ＤＩＳＰ
ＥＲＢＹＫ－１９０、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１９１、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１９２、ＤＩ
ＳＰＥＲＢＹＫ－１９３、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－１９４、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－２０００
、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－２００１、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－２００９、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ
－２０１０、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－２０２０、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－２０２５、ＤＩＳＰ
ＥＲＢＹＫ－２０５０、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－２０７０、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－２０９０
、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－２０９１、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－２０９５、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ
－２０９６、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－２１５０、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－２１５５、ＤＩＳＰ
ＥＲＢＹＫ－２１６３、ＤＩＳＰＥＲＢＹＫ－２１６４、ＤＩＳＰＥＲＰＬＡＳＴ－１０
１０、ＤＩＳＰＥＲＰＬＡＳＴ－１０１１、ＤＩＳＰＥＲＰＬＡＳＴ－１０１２、ＤＩＳ
ＰＥＲＰＬＡＳＴ－１０１８、ＤＩＳＰＥＲＰＬＡＳＴ－Ｉ、ＤＩＳＰＥＲＰＬＡＳＴ－
Ｐ。ＶＯＣの存在を望まない場合、上記の市販製品は、できるだけ、無溶媒活性物質の形
状として使用すべきであり、適切な場合には、例えば、蒸留により揮発性成分を除去すべ
きである。
【００３５】
　異なる分散剤の混合物により調製する分散媒が好ましい；その理由は、これらの組成物
が、一般に、使用し得る固体およびポリマーに対して広範囲の相溶性を有しており、広範
囲の用途に適用できるからである。
【００３６】
　顔料および／または充填剤に対して親和性をもつ基Ｘを一方で変え、また他方で媒体に
対して相溶性を有する基Ｙを変えることにより、またその比率および／またはその分子量
を変えることにより、本発明の分散剤の相溶性を、非常に多様な溶媒、媒質、結合剤、樹
脂、固体、および適切な場合には、さらに本発明による調製品が採用される場合のコーテ
ィング材料および成形材料中のポリマー化合物のいずれかに合わせて作ることができる。
【００３７】
　高い極性の系で使用する場合、基Ｙは、特定の分野の使用に十分な極性を得るために、
例えば、ポリエチレンオキシドのような十分に高い極性基を有する部分を含むべきである
。しかしながら、親水性基を有するこの部分はまた、極性が高すぎてはならない；その理
由は、特定の適用において、この部分が水に対する感受性を望ましくない程度に増加させ
るからである。
【００３８】
　長鎖油アルキドワニス、ＰＶＣプラスチゾルまたはポリオレフィンなどの非極性系にて
使用する場合、好ましくは、相当する非極性基部分が存在すべきであり、また幅広い相溶
性が重要である系において使用する場合には、例えば、顔料濃縮物など、極性基と非極性
基のバランスの取れた組み合わせが有利である。
【００３９】
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　調製品を、例えば、ポリウレタン樹脂中で、またはその結合剤がポリウレタンであるペ
イント中で使用する場合、それらの分子中に、ウレタン基を含むか、または当業者が熟知
するような、ポリウレタンと共存し得る類似の基を含む分散剤を使用することが有用であ
る。したがって、同様のことは、例えば、ポリアクリル酸エステル、ポリエステルおよび
アルキド樹脂、および他のすべての種類のポリマーにも当てはまる。
【００４０】
　このことはまた、したがって、使用するべき、また分散すべき固体に対して、本発明の
付加化合物の親和性に、とりわけ、影響を与える基にも当てはまる。
【００４１】
　分散剤は単独で、または当該技術において慣例となっているさらなる補助剤と共に使用
することができる。
【００４２】
　分散剤は、分散すべき固体に基づいて、一般に、０．５～１００重量％の量で使用する
。しかし、特定の固体の分散のためには、より多量の分散剤が必要になる場合がある。
【００４３】
　分散剤の量は、分散すべき固体の被覆表面積に本質的に左右される。例えば、カーボン
ブラックは、例えば、二酸化チタンよりも実質的に多量の分散剤を必要とする。
【００４４】
　本発明の組成物は、粉末または繊維形状の多様な固体のいずれをも分散するための分散
媒として使用することができる。したがって、本発明は粉末および／または繊維形状の固
体、より具体的にはかかる種類の顔料および充填剤の分散媒として、本発明の組成物の使
用を提供する。使用すべき本発明の組成物の量は、そこに含まれる生成物（Ｂ）、すなわ
ち、分散剤の量により、また上記で的を絞った分散すべき固体の表面積により、導かれる
。
【００４５】
　粉末または繊維形状の固体の例は、より具体的には、ペイント、コーティング材料、成
形組成物または他のプラスチックにて使用される有機および無機顔料、およびペイント、
コーティング材料、成形組成物または他のプラスチックに充填するか、もしくは補強する
ために使用する有機または無機の充填剤である。かかる充填剤のサブグループは、有機お
よび／または無機タイプの繊維であり、同様に充填剤または補強剤として使用する。
【００４６】
　顔料の例は、モノ－、ジ－、トリ－およびポリ－アゾ顔料、オキサジン、ジオキサジン
またはチアジン顔料、ジケトピロロピロール、フタロシアニンおよび他の金属複合体顔料
、インジゴイド顔料、ジフェニルメタン、トリアリールメタン、キサンテン、アクリジン
、キナクリドンおよびメチン顔料、アントラキノン、ピラントロン、ペリレンおよび他の
多環状カルボニル顔料；カーボンブラック、グラファイト、二酸化チタン、酸化亜鉛、硫
化亜鉛、リン酸亜鉛、硫酸バリウム、リトポン、酸化鉄、群青、リン酸マグネシウム、ア
ルミン酸コバルト、スズ酸コバルト、亜鉛酸コバルト、酸化アンチモン、硫化アンチモン
、酸化クロム、クロム酸亜鉛に基づく無機顔料；ニッケル、チタン、亜鉛、マンガン、コ
バルト、鉄、クロム、アンチモン、マグネシウム、アルミニウムなどの混合金属酸化物（
例えば、ニッケル・チタン・イエローまたはクロム・チタン・イエロー）；純粋鉄、酸化
鉄および酸化クロムまたは混合酸化物に基づく磁気顔料；アルミニウム青銅などの金属作
用顔料；パールエッセンス顔料；および蛍光と燐光、発光顔料などである。
【００４７】
　粉末または繊維形状の充填剤の例は、例えば、酸化アルミニウム、水酸化アルミニウム
、二酸化ケイ素、珪藻土、珪質土、石英、シリカゲル、タルク、カオリン、雲母、パーラ
イト、長石、微破砕スレート、硫酸カルシウム、硫酸バリウム、炭酸カルシウム、方解石
、ドロマイト、ガラスまたは炭素などの粉状または繊維状粒子から作製される充填剤であ
る。顔料または充填剤のさらなる例は、ＥＰ－Ａ－０ ２７０ １２６に見出される。
【００４８】
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　さらに、同様の鉱物充填剤、例えば、酸化カルシウム、および難燃剤、例えば、水酸化
マグネシウムなどを分散し得る。つや消し剤も同様に分散、安定化可能であり、顕著な効
果が得られる。
【００４９】
　分散性固体のさらなる例は、安定化剤と発泡剤であり、これらは取り扱いを改善するた
めに、液状濃縮物の形状、例えば、アゾジカルボンアミド（ＡＤＣ）、泡状ポリマー生産
用の有機化学的発泡剤に変換される；これらについて見出されている主たる用途は、ＰＶ
Ｃプラスチゾル、熱可塑性樹脂の発泡であり、例えば、非可塑化および可塑化ＰＶＣ、ポ
リスチレン（ＰＳ）、アクリロニトリルおよびスチレンのブタジエンゴムへのグラフトコ
ポリマー（ＡＢＳポリマーとしても知られる）、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン
（ＰＰ）、エチレン－酢酸ビニル（ＥＶＡ）および天然および合成ゴム、例えば、スチレ
ン－ブタジエンゴム（ＳＢＲ）、エチレン－プロピレン－ジエンゴム（ＥＰＤＭ）、ニト
リル－ブタジエンゴム（ＮＢＲ）およびクロロプレンゴム（ＣＲ）などの発泡である。
【００５０】
　本発明はさらに、粉末および／または繊維形状の１種以上の固体を本発明の組成物に分
散することにより得られるミルベースを提供する。この分散操作は、例えば、結合剤など
のさらなる物質の存在下に起こり得る。この場合の結合剤は、好ましくは、固体または固
体類を本発明の組成物（すなわち、分散媒）に分散する前に、またはその間に、分散、乳
化または溶解させる。この方法で得られるミルベースは、高固形分のために重要である。
かかるミルベースは、好ましくは、揮発性有機化合物を含まない。
【００５１】
　本発明のミルベースは、ペイントおよび熱可塑性樹脂または熱硬化性樹脂の生産に好ま
しく採用することができる。熱可塑性樹脂の例は、ポリオレフィン、アクリル樹脂、スチ
レンポリマー、ポリカルボン酸エステル、ポリアミド、ポリエステル、熱可塑性ポリウレ
タン、ポリエーテルスルホン、ポリスルホン、ビニルポリマー（塩化ポリビニルまたはそ
の混合物など）であり、ＰＶＣプラスチゾルが、とりわけ、適切である。上記熱可塑性樹
脂の混合物もまた使用し得る。適切な熱硬化性樹脂の例は、不飽和ポリエステル、エポキ
シ樹脂およびポリウレタンまたはそれらの混合物である。
【００５２】
　したがって、本発明はさらに、ペイントおよび熱可塑性樹脂または熱硬化性樹脂のため
の本発明のミルベースの使用を提供する。
【実施例】
【００５３】
　本発明について、実施例を参照しながら以下に説明する。分子的に不均一な物質の場合
に記載している分子量は、数平均の平均値を表す（この値はさらに、他に断りのない限り
、本明細書全体に当てはまる）。数平均分子量Ｍnは、ポリスチレンを標準として、ゲル
パーミエーションクロマトグラフィーにより測定することができる。他に特に記載しない
限り、部およびパーセントは重量による。
【００５４】
成分（Ａ）－モノカルボン酸エステル
　以下の実施例においては、成分（Ａ）のモノカルボン酸エステルとして、ナタネ油メチ
ルエーテル（ＲＭＥ）、ダイズ油メチルエステル（ＳＭＥ）、カカオ酸エチルヘキシル（
ＥＨＣ）および獣脂酸メチル（ＭＴ）を使用する。上記エステルはすべて３００℃を超え
る沸点を有する。
【００５５】
成分（Ｂ）－分散剤
　下記分散剤の例において、製造法の結果として、なお揮発性溶媒が存在する場合には、
本発明にしたがって使用する前に、できるだけそれらを真空蒸留により除去し、残余揮発
成分含有率が１％以下となるようにした。表１は使用例で用いられた分散剤のリストであ
る。
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【表１】

【００５７】
本発明組成物
　本発明の組成物は、成分（Ａ）および（Ｂ）を単に混合することにより得られた。表２
は成分（Ａ）と（Ｂ）の組成を示す。該組成物は専ら成分（Ａ）および（Ｂ）のみから構
成される。パーセントは全組成物に基づく重量パーセントである。
【００５８】
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【表２】

【００５９】
　上記に特定した本発明組成物はすべてが５００ｍＰａｓ以下のブルックフィールド粘度
（２５℃）を有し、また揮発性有機化合物（ＶＯＣ）を含有しない。
【００６０】
使用例
　本発明の分散媒を評価するために、それらを用いて異なる有機および無機固体の濃縮物
を製造し、先行技術によるフタル酸エステル可塑剤〔ＤＩＮＰ＝フタル酸ジイソノニルエ
ステル、ＤＩＤＰ＝フタル酸ジイソデシル〕または純脂肪酸メチルエステル〔ＳＭＥ＝ダ
イズ油メチルエステル〕の濃縮物と比較した。使用した固体は、二酸化チタン〔例、Ｔｉ
－Ｐｕｒｅ（登録商標）Ｒ９００、金紅石、デュポンから〕、カーボンブラック〔ＣＩブ
ラック７－７７２６６、正規色ファーネスブラック、例、スペシャルブラック４；デグッ
サから〕およびＡＤＣ〔アゾジカルボンアミド、例、ＡＤＣポロフォア（Porofor；登録
商標）ＡＤＣ／Ｍ－Ｃｌ；ランキセス（Lanxess）から〕であった。
【００６１】
分散条件：
　二酸化チタンペーストおよびＡＤＣペーストは、顔料を分散装置〔ディスパーマットＦ
Ｅ；ゲッツマン（Getzmann）から〕により、８０００ｒｐｍで該分散媒に５分間分散する
ことにより製造した。
【００６２】
　カーボンブラックペーストは、ビューラー（Buhler）ＳＤＹトリプル－ロールミルに通
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過させることにより製造した。
【００６３】
　分散媒と顔料のそれぞれの重量比を表３、４および５に記載する。
【００６４】
粘度測定条件：
　顔料濃縮物の粘度は、２３℃、２４時間後に、ハーク（Haake）ＲＳ１粘度計により測
定した〔Ｚ１０　ＤＩＮ、Ｄ（秒-1）：４００〕。
【００６５】
ＡＤＣ濃縮物：
【００６６】
【表３】

【００６７】
　表３から分かるように、本発明例では、５日間の保存後でもなお、沈降物を形成する傾
向または系の分離する傾向は殆ど、または全く示さない。６０重量％以上の顔料含有率を
もつ本発明のミルベースが得られ、良好な処理加工粘度を示す；一方、非発明例３および
４の濃縮物は、６０重量％の顔料の重量部で、もはや処理加工できなくなる。非発明例１
および２の濃縮物は、調製することはできるが、対照的に保存安定性を有しない。
【００６８】
二酸化チタン濃縮物：
【００６９】
【表４】

【００７０】
　表４では、発明例１４および１５と非発明例１１との比較が、同様の粘度の場合に、濃
縮物中に有意により高いレベルの顔料を達成することが可能であることを示す。さらに、
発明例１４および１５の濃縮物が、実施例１１に対照的に、保存に対して安定である；す
なわち、それらは５日間の保存の後にも、分離も沈降も示さない。実施例１３は、顔料の
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含有量が極端に高い（８０重量％）にも拘わらず、十分に比較実験の粘度以下になる粘度
を達成し得ることを特に強力に示している。
【００７１】
カーボンブラック濃縮物：
【００７２】
【表５】

【００７３】
　表５から明らかなことは、従来の分散媒（ＤＩＤＰ、ＤＩＮＰ）では、比較的少量のカ
ーボンブラックのみ取り込むことが可能なことである。本発明のミルベース（濃縮物）は
、遥かに高い部分のカーボンブラックを含んでなり、その粘度は顕著に良好である。
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